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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

平成26年６月20日に提出いたしました第58期(自 平成25年４月１日 至 平成26年３月31日)有価証券報告書の記

載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。

　

２ 【訂正事項】

第一部 企業情報

第２ 事業の状況

１ 業績等の概要

(2) キャッシュ・フローの状況

 

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

　

第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

１ 【業績等の概要】

(2) キャッシュ・フローの状況

(訂正前)

当事業年度末における現金及び現金同等物は、400,429千円である。前年同期に比べ65,935千円の減少となった。

営業活動によるキャッシュ・フローは、147,983千円（前年同期比85,034千円の減少）となったが、これは主として

「清盛」後の対策として展開された大型観光キャンペーン、宮島弥山展望台が仮オープンしたことを記念して行った

フォトコンテストやスタンプラリー等、積極的な広告展開や旅客誘致策の効果が寄与したことによるものである。

投資活動によるキャッシュ・フローは、198,919千円（前年同期比171,648千円）の支出となったが、これは平成25

年３月に行った獅子岩線の原動・遊動滑車更新等の設備投資（合計102,665千円）の支払を４月に行った影響によるも

のである。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いを行ったため、15,000千円（前年同期比5,000千円の増加）

の支出となった。

　

(訂正後)

当事業年度末における現金及び現金同等物は、400,429千円である。前年同期に比べ65,935千円の減少となった。

営業活動によるキャッシュ・フローは、148,610千円（前年同期比84,407千円の減少）となったが、これは主として

「清盛」後の対策として展開された大型観光キャンペーン、宮島弥山展望台が仮オープンしたことを記念して行った

フォトコンテストやスタンプラリー等、積極的な広告展開や旅客誘致策の効果が寄与したことによるものである。

投資活動によるキャッシュ・フローは、199,546千円（前年同期比172,275千円）の支出となったが、これは平成25

年３月に行った獅子岩線の原動・遊動滑車更新等の設備投資（合計102,665千円）の支払を４月に行った影響によるも

のである。

財務活動によるキャッシュ・フローは、配当金の支払いを行ったため、15,000千円（前年同期比5,000千円の増加）

の支出となった。
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